
鎌 倉 朝 日２０２１年（令和３年）１０月１日 （６）第 511号 1部　110 円

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は８月に一般 168 冊、
児童書 31 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
▼「良いデジタル化悪いデジタル化－生産性を上げ、プラ
イバシーを守る改革を」野口悠紀雄著　日経 BP 日本経済
新聞出版本部▼「ミュージアムグッズのチカラ」大澤夏美
著　国書刊行会▼「今日がもっと楽しくなる行動最適化大
全－ベストタイムにベストルーティンで常に『最高の１日』
を作り出す」樺沢紫苑著　KADOKAWA ▼「ＴＩＭＥ　
ＳＭＡＲＴ－お金と時間の科学」アシュリー・ウィランズ
著　東洋経済新報社▼「中世禅の知」末木文美士監修　榎
本渉編　亀山隆彦編　米田真理子編　臨川書店
　▼「半藤一利－歴史とともに生きる」平凡社（別冊太陽）
▼「コロナ禍一年」文藝春秋（週刊文春ＷＯＭＡＮ）▼

「ビジネスマナー解体新書－最新版ひと目で要点理解」岩
崎智子監修　ナツメ社▼「１万円からはじめる勝ち組銘柄
投資—10 年寝かせて経済的自立を実現」和島英樹著　か
んき出版▼「限界から始まる－往復書簡」上野千鶴子著　
鈴木凉美著　幻冬舎▼「365 日、暮らしのこよみ－日本の
四季と花鳥風月を愛でる二十四節気・七十二候・年中行事」
井上象英著　学研プラス▼「ハーブで楽しむ庭づくり－育
てて生かす」東山早智子監修　成美堂出版▼「芸術のよろ
こび」吉田秀和著　河出書房新社▼「すべてはタモリ、た
けし、さんまから始まった」太田省一著　筑摩書房（ちく
ま新書）▼「英語の思考法—話すための文法・文化レッス
ン」井上逸兵著　筑摩書房（ちくま新書）

鎌倉市中央図書館 （８月分）

県立近代美術館 葉山

☎046･875･2800
生誕100年香山泰男展

シベリア・シリーズ57

点を含む代表作

～11/14

1000円

県立近代美術館

鎌倉別館☎22･5000

岩田色ガラスの世界

～岩田藤七・久利・糸子

近代ガラス工芸の礎築

いた岩田家の作品紹介

～11/14

700円

鎌倉国宝館

☎22・0753

生誕 150 年間宮弟彦と

黎明期の鎌倉国宝館

間宮関連の史料や開館当

時出陳された名品など

10/9～12/５

400円

鎌倉文学館

☎23･3911

芥川龍之介と鎌倉

～心の軌跡

手紙や原稿などから芥

川の心の軌跡を辿る

10/3～12/23

500円

鏑木清方記念美術館

☎23･6405

幽玄の美に誘われて

～泉鏡花と清方の出会い

鏡花のために清方が

描いた作品を紹介

～10/19

200円

鎌倉市川喜多映画記念

館☎23･2500

田中絹代

～女優として、監督として

女優から監督へ、田中

絹代の足跡を紹介

～12/12

400円

鎌倉歴史文化交流館

☎73･8501
頼朝以前

原始・古代の出土品や

資料から歴史に迫る

～12/18

300円

観音ミュージアム

☎22･6100

たすけて！かんのんさ

ま！！

所蔵の地獄絵図など

展示

～10/10

300円

鎌倉文華館 鶴岡ミュー

ジアム☎55･9030

鶴岡八幡宮の名刀

～歴史に宿る武士の信仰

国宝、重要文化財を含

む65点の神宝類

～12/５

1300円

北鎌倉古民家ミュージ

アム☎25･5641
「自然布展」

日本古来の植物繊維

から約100点を展示

～12/12

500円

北鎌倉葉祥明美術館

☎24･4860

絵本原画展Call My Name

～大丈夫、そばにいるよ

阿弥陀経の浄土の世

界観を絵本で紹介

10/2～12/3

600円

山口蓬春記念館

☎046･875･6094
山口蓬春 芸術の神髄

（副題）四季の連作と

皇居宮殿の杉戸絵

10/2～11/28

600円

神奈川県立金沢文庫

☎045･701･9069

よみがえる中世のアー

カイブズ

中世の文庫に収められ

た資料群の世界を復元

10/1～11/28

500円

藤澤浮世絵館

☎0466･33･0111

江戸時代のご当地キャラ？

おもしろ東海道の名優たち

歌川芳員の東海道五

十三次内ｼﾘｰｽﾞを紹介

～11/7

無料

藤沢市アートスペース

☎0466･30･1816

Artists in FAS 2021ｱｰ

ﾃｨｽﾄによる成果発表展

国内外アーティスト

４人の作品を紹介

10/23～1/16

無料

横須賀美術館

☎046･845･1211

ビジュツカンノススメ～ア

ートを楽しむ４つのヒント

絵画、デザイン、写真

など約百点

～11/7

1000円

茅ヶ崎市美術館

☎0467･88･1177

ブラチスラバ世界絵本

原画展

受賞作や、新作の原画

や絵本の今を紹介

～11/7

800円

神奈川近代文学館

☎045･622･6666

樋口一葉展～わが詩は人

のいのちとなりぬべき

「たけくらべ」の原稿や

愛用の文机など

10/2～11/28

800円

大佛次郎記念館

☎045･622･5002

パリ燃ゆ～名もなき者

たちの声

パリで収集した版画､

ポスターや資料

～12/25

200円

県立歴史博物館

☎045･201･0926

早雲寺～戦国大名北条

氏の遺産と系譜

寺宝を中心に数々の

宝物を一挙に公開

10/16～12/5

900円

そごう美術館

☎045･465･5515

森 に 棲 む 服 forest

closetひびのこづえ展

10/16～寿ぎのきもの

―日本の婚礼衣装

～10/10

1300円

県立生命の星・地球博物

館☎0465･21･1515

絶海の自然～硫黄列島

をゆく

硫黄列島の調査から

魅力を紹介

～10/31

720円

美術館・文学館めぐり
上は鎌倉市展、下は舞台行事

書道展 ～３日

鎌倉芸術館

市文化課☎61･3854

華道展 23・24日
鎌倉華道連盟

小島方☎25・1587

鎌
倉
芸
術
館

第35回 鎌倉市詩吟詩舞連盟

大会

10月16日10時半

無料

鎌倉市詩吟詩舞連盟

高橋方☎44・2903

鎌倉交響楽団第118回

定期演奏会

10月23日14時

1000円

鎌倉交響楽団

曽根方☎31・4380

鎌倉市民合唱祭 10月31日13時

無料

鎌倉合唱連盟

古賀方☎32・6711
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ハワイアンコンサート

（軽音楽演奏会）

10月15日13時

無料

Big Wave木部方

☎080・5189・4796

第30回リコーダー・

アンサンブルの集い

10月23日13時半

無料

鎌倉ﾘｺｰﾀﾞｰ・ｺﾝｿｰﾄ

市川方☎45・4547

鎌倉音楽クラブ第５回

クラシック音楽のひととき

10月24日14時

1500円

鎌倉音楽クラブ 村田

方☎090・2207・0031

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
若
手
演

奏
家
の
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
で
、「
青
い
山
脈
」「
無

伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

第
２
番
」
他
。
２
５
０
０

円
、
学
生
１
５
０
０
円
、
前

売
２
千
円
・
学
生
千
円
。
収

益
は
難
民
の
自
立
支
援
事
業

へ
。金
内
方
ＦＡＸ
22
・
２
４
５
７

▼
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー
催
し

Ａ
　
蘇
る
青
春
の
ポ
ッ
プ
ス

　
10
月
23
日
14
時
。
１
９
６

０
～
80
年
代
の
ポ
ッ
プ
ス
。

Ｂ
大
編
成
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

　
11
月
14
日
14
時
。各
無
料
。

申
込
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
催

し
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
常
盤
１
１

１
―
３
。
Ａ
10
日
、
Ｂ
11
月

１
日
必
着
。
同
セ
ン
タ
ー
☎

48
・
０
０
２
３

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

　
▽
10
月
６
～
10
日

「
今
井
信
二
―
花
器
・
壺
・
う

つ
わ
展
」
青
白
磁
シ
ノ
ギ
技
法

の
作
品
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的

な
日
常
使
い
の
器
や
身
の
回
り

の
置
物
な
ど
。

　
▽
10
月
23
～
28
日
「
伊
賀
・

小
島
陽
介
器
展
」
＝
写
真
。 ☎22

3769

　まりん、5 歳の女の子。パパチワ
ワとママトイプードルの元に誕生し
たミックスのチワプー。我が家のア
イドルで、運命的な出会いでうちの
子になってくれて本当に幸せ。　　
　　　　　　　　津西　勝俣さん方

●
第
69
回
時
頼
忌
俳
句
大
会

　
題
「
時
頼
忌
」「
鎌
倉
嘱
目
」。

　
事
前
投
句
の
み
。
３
句
１
組

で
複
数
組
可
、
千
円
（
定
額
小

為
替
）。
未
発
表
作
品
に
限
る
。

原
稿
用
紙
等
に
楷
書
で
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
明
記
。

　
鎌
倉
市
山
ノ
内
８
　
建
長
寺

俳
句
大
会
実
行
委
員
事
務
局

へ
。
10
月
13
日
締
切
。

　
選
者
＝
星
野
椿
さ
ん
、
山
川

幸
子
さ
ん
他
。
時
頼
賞
、
建
長

寺
賞
な
ど
受
賞
者
に
記
念
品
送

付
。
※
当
日
は
物
故
者
法
要
の

み
。
実
行
委
22
・
０
９
８
１

▼
第
５
回
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
ひ
と
と
き
「
レ
ジ
ェ
ン
ド 

鎌
倉
か
ら
明
日
へ
」

　
10
月
24
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
75
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
。
同
会
・

吉
田
よ
し
会
長
の
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
、
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

「
秋
の
歌
」、
弦
楽
三
重
奏
で

ピ
ア
ソ
ラ
の
「
リ
ベ
ル
タ
ン

ゴ
」
な
ど
。
１
５
０
０
円
。

申
込
は
メ
ー
ルhitotokico

n@gmail.com

か
、
村
田

方
☎
０
９
０
・
２
２
０
７
・
０
０

３
１

▼
ル
ー
ダ
ス
・
カ
ル
テ
ッ
ト 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ンprogram

　
10
月
９
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
４
千
円
。

Ludus Quartett

は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
全
曲
演
奏
を
終
え

、
古
典
音
楽
の
魅
力
を
伝
え

て
い
る
。
今
回
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
弦
楽
四
重
奏
曲
作
品

18-

５
と
作
品
１
３
１
。

解
説
・
予
約
・
問
合
せ
は

Ｑ
Ｒ
か
ら
☎

０
９
０
・
９
８

１
０
・
２
４
８

６
（
た
の
シ
ッ
ク
）

▼
第
67
回
鎌
倉
は
な
し
会

「
春
風
亭
一
朝
・
一
之
輔 

親

子
会
」

　
10
月
30 

日
15
時
、
鎌
倉

芸
術
館
ホ
ー
ル
。
江
戸
弁
の

大
家
の
父
と
21
人
抜
き
で
真

打
に
昇
格
し
た
息
子
が
共

演
。「
目
黒
の
さ
ん
ま
」「
粗

忽
長
屋
」
な
ど
。
４
千
円
。

☎
23
・
０
９
９
２

▼
ｂ
ｉ
ｔ
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
１
」

　
10
月
16
日
14
時
、
鎌
倉
生

竹
の
ト
ッ
プ
女

優
と
な
っ
た

後
、
劇
映
画
初

の
女
性
監
督
と

し
て
活
躍
し
、

鎌
倉
と
も
ゆ
か

り
の
深
い
足
跡

を
貴
重
な
資
料

と
と
も
に
紹

介
。
一
般
４
百

円
、
小
中
学
生

２
百
円

　
▽
関
連
上
映

　
10
月
２
日
10

時
半
、
１
・
３

日
14
時
「
お
か

あ
さ
ん
」。
１
・

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館
　
企

画
展
「
田
中
絹
代
―
女
優
と

し
て
、
監
督
と
し
て
」
12
月

12
日
ま
で
。
14
歳
で
映
画
デ

ビ
ュ
ー
し
た
田
中
絹
代
が
松

３
日
10
時
半
、２
日
14
時「
流

れ
る
」。
26
・
27
・
29
日
10

時
半
、
27

・
28
・
31
日
14
時
「
宗
方
姉

妹
」。
28
・
31
日
10
時
半
、

26
・
29
日
14
時
「
簪
」。
12

・
14
・
16
日
10
時
半
、
13
・

15
・
17
日
14
時
「
煙
突
の
見

え
る
場
所
」。
13
・
15
・
17

日
10
時
半
、
12
・
14
・
16
日

14
時
「
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼

館 

望
郷
」
一
般
千
円
、
小

中
学
生
５
百
円
。

　
▽
特
別
上
映
　
30
日
13

時
半
「
非
常
線
の
女
」。

資
料
の
う
ち
最
大
規
模
の
資

料
群
を
所
蔵
す
る
大
阪
青
山

歴
史
文
学
博
物
館
の
特
別
協

力
で
金
沢
文
庫
（
称
名
寺
）

ゆ
か
り
の
文
化
財
を
展
示
。

20
歳
以
上
５
百
円
。
☎
０
４

５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
特
別
展
「
樋
口
一
葉
展
ー

わ
が
詩
は
人
の
い
の
ち
と
な

り
ぬ
べ
き
」

　
10
月
２
日
～
11
月
28
日
県

立
近
代
文
学
館
。
一
葉
の
没

後
、
妹
の
手
で
守
ら
れ
て
き

た
資
料
を
展
示
し
、
家
制
度

や
女
性
差
別
、
貧
困
の
中
で

苦
闘
し
続
け
た
人
生
と
作
品

の
背
景
な
ど
か
ら
一
葉
の
普

遍
的
な
魅
力
を
探
る
。
一
般

８
百
円
。
☎
０
４
５
・
６
２

２
・
６
６
６
６

▼
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
阿
部
民

踊
・
香
慶
会
30
周
年
発
表
会

　
10
月
10
日
12
時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
ホ
ー
ル
。
舞
踊
芝
居

（
源
平
栄
枯
盛
衰
物
語
）、
舞

踊
、
獅
子
舞
な
ど
。
無
料
。

赤
井
方
☎
45
・
０
４
３
７

１
６
０
０
円
、
小
中
学
生

８
百
円
。
☎
23
・
２
５
０
０

▼
写
真
展 

「
オ
ー
ド
リ
ー
・

ヘ
プ
バ
ー
ン

　
12
月
26
日
ま
で
本
郷
台
の

あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
。
永
遠
の
妖

精
と
謳
わ
れ
た
オ
ー
ド
リ
ー

を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
映
画
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
３
編
で
紹

介
。
一
流
ハ
リ
ウ
ッ
ド
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
写
真
作
品

約
百
点
。
４
百
円
。
Ｈ
Ｐ
か

ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
制
。

▼
「
よ
み
が
え
る
中
世
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
～
い
ま
ふ
た

た
び
出
会
う
古
文
書
た
ち
」

展　
10
月
１
日
～
11
月
28
日
県

立
金
沢
文
庫
。
鎌
倉
幕
府
滅

亡
後
に
国
内
外
に
流
失
し
た

鎌 倉 市 民 文 化 祭鎌 倉 市 民 文 化 祭 10 月

手
を
足
に
代
え
人
生
を
切
り
開
く
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
汗
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
選
手
ら
の
躍
動
感
あ
る
輝
き
を
詠
う
。

失
ひ
し
も
の
を
嘆
か
ぬ
生
き
ざ
ま
を
わ
れ
に
迫
る
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　
選
手
の
健
闘
を
わ
が
身
に
引
き
付
け
て
考
え
る
誠
実
な
心
の

歌
。

ワ
ク
チ
ン
の
二
度
目
の
接
種
終
へ
し
夜
の
「
ボ
レ
ロ
」
の
調
べ
満

月
の
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
　
鎌
田
　
澄
子

　
下
句
の
具
体
が
い
い
。
読
む
者
も
、
こ
の
聴
覚
・
視
覚
に
得
心
。

絵
手
紙
に
は
み
出
す
胡
瓜
か
き
や
れ
ば
ぬ
か
味
噌
漬
け
に
す
る
と

返
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

湧
く
雲
と
浮
か
ぶ
雲
と
が
行
き
合
ひ
て
七
里
ヶ
浜
に
秋
は
来
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

問
診
票
の
年
齢
欄
は
マ
ス
三
個
百
歳
越
え
は
珍
し
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

坂
道
を
下
り
踏
切
り
子
ら
が
待
つ
海
桐
の
花
の
道
の
は
じ
ま
る

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

道
端
の
韮
の
つ
ぼ
み
の
ツ
ン
ツ
ン
と
白
く
ふ
く
ら
み
こ
の
夏
終
わ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
裕
美
子

コ
ロ
ナ
禍
の
施
設
は
常
に
涼
や
か
な
風
を
通
せ
り
裏
口
開
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

本
を
読
む
事
に
力
の
入
る
こ
と
術
後
の
胸
の
傷
に
知
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

「
防
災
の
日
」
と
た
ん
に
猛
暑
さ
よ
な
ら
す
コ
ロ
ナ
よ
お
主
も
さ

よ
な
ら
せ
む
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

〈
天
〉
一
山
の
月
の
芒
の
坐
禅
堂
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
こ
の
一
山
は
大
寺
。
月
に
供
え
た
芒
が
微
動
だ
に
せ
ず
坐
禅
堂

を
引
き
締
め
て
い
る
。
景
色
と
言
葉
が
無
駄
な
く
使
わ
れ
て
い
る
。

〈
地
〉
炎
昼
や
箱
を
こ
ぼ
れ
て
魚
乾
ぶ
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
暑
い
昼
ト
ロ
箱
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
魚
。
季
題
が
効
い
て
い

る
。

〈
人
〉
名
月
や
海
へ
真
っ
直
ぐ
段
葛
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
幕
府
が
あ
っ
た
頃
も
段
葛
は
こ
う
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

衰
え
る
こ
と
な
く
蝉
の
息
長
し
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
下
五
が
言
え
そ
う
で
言
え
な
い
と
こ
ろ
に
納
得
で
き
た
。
　

寂
し
さ
に
訳
な
ど
は
な
し
星
月
夜
　
　
　
藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

　
ど
こ
か
切
な
い
星
月
夜
。
初
秋
の
思
い
が
う
ま
く
伝
わ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
読
書
に
の
め
る
獺
祭
忌
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
今
年
は
正
岡
子
規
没
後
１
２
０
年
。
コ
ロ
ナ
禍
の
忌
も
２
年

目
。

マ
ス
ク
つ
け
眠
る
幼
な
児
い
わ
し
雲
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

純
喫
茶
ア
ナ
ロ
グ
ジ
ャ
ズ
の
秋
の
宵
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

紅
芙
蓉
ひ
と
日
を
閉
づ
る
影
ふ
か
め
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

金
魚
玉
互
の
宇
宙
覗
き
見
る
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

竹
の
春
同
じ
家
紋
の
墓
続
き
　
　
　
　
　
本
鵠
沼
　
森
田
　
順
子

木
犀
や
谷
戸
に
忿
怒
の
仏
様
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

酔
芙
蓉
薄
紅
さ
し
て
昼
近
し
　
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

枝
垂
れ
萩
忍
者
の
如
く
孫
隠
れ
　
　
　
　
　
梶
原
　
吉
田
　
健
二

秋
日
和
豪
雨
の
後
は
そ
の
ま
ま
に
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

夏
草
や
猫
三
代
の
墓
所
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
小
林
　
貞
夫

行
く
夏
や
ロ
ゴ
も
新
た
に
モ
ノ
レ
ー
ル
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

桐
一
葉
落
ち
て
実
家
に
電
話
入
れ
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

い
ち
早
く
秋
を
知
ら
せ
る
水
道
水
　
　
　
　
城
廻
　
小
美
野
京
子

夏
雲
や
銃
声
知
ら
ぬ
鳩
の
群
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選


